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５
月
30
日
㈫
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和

に
お
い
て
第
12
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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収
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６
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６
年
理
事
・
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
あ
い
う
え
お
順
・
敬
省
略
）

◆
退
任
感
謝
状

【
理
事
】

藤　

倉　

幸　

親　
　

浦
和
区
支
部

宮　

澤　

明　

美　
　

浦
和
区
支
部

染　

谷　

幸　

一　
　

浦
和
区
支
部

篠　

原　

唯　

史　
　

緑
区
支
部

星　

野　

栄　

一　
　

緑
区
支
部

秋　

本　

建　

二　
　

南
区
支
部

山　

本　

重　

夫　
　

南
区
支
部

岩　

渕　
　
　

均　
　

南
区
支
部

小　

暮　

英　

夫　
　

中
央
区
支
部

小　

林　
　
　

満　
　

中
央
区
支
部

中　

江　

利　

明　
　

桜
区
支
部

【
監
事
】

高　

野　

久　

芳　
　

南
区
支
部

◆
会
員
増
強
運
動
優
秀
者
表
彰 
 

【
特 

別 

表 

彰
】 

令
和
４
年
度
に
５
社
以
上
獲
得 

埼
玉
り
そ
な
銀
行　
　

浦
和
中
央
支
店

埼
玉
り
そ
な
銀
行　
　

北
浦
和
支
店

埼
玉
り
そ
な
銀
行　
　

与
野
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

浦
和
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

浦
和
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

南
浦
和
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

与
野
支
店 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

役
員
改
選
に
関
す
る
件

感
謝
状・表
彰
状
受
彰
者

【
優
秀
表
彰
】
令
和
４
年
度
に
１
社
以
上
獲
得 

〔
会
員
・
役
員
〕

岡　

野　

博　

隆　
　

浦
和
区
支
部

三　

上　

博　

史　
　

浦
和
区
支
部

村　

上　

武　

白　
　

浦
和
区
支
部

平　

野　

信　

夫　
　

浦
和
区
支
部

小　

川　
　
　

晃　
　

浦
和
区
北
支
部

積　

田　

鉄　

也　
　

浦
和
区
北
支
部

岡　

崎　

和　

彦　
　

浦
和
区
北
支
部

宮　

腰　

昭　

洋　
　

緑
区
支
部

甲　

斐　

康　

平　
　

緑
区
支
部

榎　

戸　

三
保
子　
　

南
区
支
部

西　

巻　

武　

志　
　

桜
区
支
部

新　

井　

清　

孝　
　

中
央
区
支
部

本　

橋　

岳　

晴　
　

管
轄
外
支
部

冨　

永　
　
　

哲　
　

管
轄
外
支
部

〔
金
融
機
関
・
提
携
生
損
保
・
税
理
士
会
〕

埼
玉
り
そ
な
銀
行　
　

南
浦
和
支
店

埼
玉
り
そ
な
銀
行　
　

東
浦
和
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

県
庁
前
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

東
浦
和
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

武
蔵
浦
和
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

北
浦
和
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

与
野
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

白
鍬
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

南
浦
和
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

西
堀
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

大
間
木
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

大
久
保
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

大
東
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

北
浦
和
支
店

青
木
信
用
金
庫　
　
　

浦
和
支
店

青
木
信
用
金
庫　
　
　

木
崎
支
店

川
口
信
用
金
庫　
　
　

北
浦
和
支
店

東
京
信
用
金
庫　
　
　

浦
和
白
幡
支
店

飯
能
信
用
金
庫　
　
　

さ
い
た
ま
中
央
支
店

溝　

口　

惠　

子　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大　

熊　
　
　

薫　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

横　

島　

千　

恵　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

金　

子　

静　

香　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

林　
　
　

サ
ユ
リ　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

峯　

岸　

智　

実　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

押　

方　

希　

美　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

岡　

崎　

竜　

二　
　

A
I
G
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五
十
嵐　

直　
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損
害
保
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式
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澤　
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A
I
G
損
害
保
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株
式
会
社
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A
I
G
損
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保
険
株
式
会
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㈱
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和
保
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一
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A
I
G
損
害
保
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株
式
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㈱
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和
保
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濱
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晃　
　

A
I
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損
害
保
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式
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け
ん
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A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

平　

岡　

杏　

菜　

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

㈱
ユ
マ
ニ
テ 　
　

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

鈴　

木　

英　

明　
　

関
東
信
越
税
理
士
会

◆
厚
生
制
度
推
進
者
表
彰 

〔
経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
紹
介
〕 

野　

口　

庄　

司　
　

南
区
支
部

〔
年
間
収
入
保
険
料
対
前
年
比
1
0
0
％
達
成
〕 

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社 

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社
埼
玉
支
店 

〔
経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
推
進
〕 

溝　

口　

惠　

子　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

小　

柳　

優　

子　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

金　

子　

静　

香　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

峯　

岸　

智　

実　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

野　

口　

好　

枝　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大　

西　
　
　

遥　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

〔
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
普
及
推
進
〕 

金　

子　

静　

香　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

野　

口　

好　

枝　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大　

西　
　
　

遥　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

㈱
ユ
マ
ニ
テ 　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

㈱
日
興
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

㈱
ウ
イ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

㈱
ほ
け
ん
ス
タ
ジ
オ　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

会
社
の
保
険
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
㈱　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

澤　

田　
　
　

浩　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

第
12
回
定
時
総
会
の
開
催

（同）
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秋
本
商
店

㈱
寿
屋

㈱
し
む
ら

㈲
ワ
イ
ズ

㈱
ソ
ウ
ケ
ン

㈱
日
興
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

㈲
池
仲
商
事

㈲
ハ
イ
フ
ラ
ワ
ー

㈱
和
幸
製
作
所

㈱
小
久
保
園

㈱
リ
サ
イ
ク
ル
ア
シ
ス
ト

㈱
昭
和
工
業

㈱
関
根
商
店

積
田
冷
熱
工
事
㈱

㈱
東
農
園

埼
京
開
発
㈱

東
和
警
備
保
障
㈱

㈱
央
浦
印
刷
社

浦
和
商
業
開
発
㈱

三
国
水
材
㈱

㈲
村
瀬
商
事

㈱
森
島
工
務
店

　
税
制
委
員
会
担
当　

南
区
支
部
長

総
務
・
広
報
委
員
会
担
当　

浦
和
区
支
部
長

厚
生
委
員
会
担
当　

桜
区
支
部
長

研
修
委
員
会
担
当　

中
央
区
支
部
長

組
織
委
員
会
担
当　

緑
区
支
部
長

厚
生
委
員
長

青
年
部
会
長

浦
和
区
北
支
部
長

組
織
委
員
長

総
務
委
員
長

広
報
委
員
長

税
制
委
員
長

女
性
部
会
長

研
修
委
員
長

三

上
　

博

史

村

上
　

武

白

本

澤
　

和

久

森
　

道

子

栁
　

寿

美

恵

山

﨑
　

充

晴

〈
監
事
〉

河

合
　

明

弘

矢

作
　

富

隆

㈲
博
善
社

㈱
博
愛
社

㈱
マ
ル
モ
ト

㈱
岡
村

㈱
生
き
い
き

㈱
三
喜
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン

さ
い
た
ま
新
都
心
税
理
士
法
人

㈲
不
二
恒
商

〈
理
事
〉

天

沼
　

誠

人

新

井
　

正

夫

荒

蒔
　

良

和

飯

島
　

裕

輝

飯

田
　

孝

司

井

川
　

潤

内

田
　

康

信

宇
津
城　

美
奈
子

遠

藤
　

寛

大

貫
　

充

岡

崎
　

和

彦

岡

田
　

康

右

岡

野
　

博

隆

小

野
　

裕

子

北
　

清

太

郎

小

西
　

元

治

小
山　

陽
一
郎

斉

藤
　

忠

治

佐

野
　

尚

子

塩

川
　

和

彦

白

川
　

裕

司

新

藤
　

友

啓

杉

田
　

将

大

杉

本
　

浩

一

住

吉
　

望

関

根
　

睦

己

田

中
　

勇

一

千

葉
　

顕

土

屋
　

明

芳

徳

永
　

正

裕

富

岡
　

大

輔

鳥

井
　

義

兼

那

須
　

輝

一

西

巻
　

武

志

橋

本
　

達

也

平
沼　

大
二
郎

松

岡
　

貴

幸

天
沼
陶
業
㈱

㈲
新
清
商
事

　

ポ
イ
ン
ト
ガ
ー
ド

㈱
高
速
警
備
保
障

㈲
イ
イ
ダ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

㈱
ぷ
ら
す

東
産
業
㈱

柏
木
建
設
㈱

㈱
遠
藤
工
務
店

㈱
大
貫
工
務
店

㈱
グ
リ
ー
ン
企
画
社

㈲
オ
カ
ダ
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ

㈱
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス

㈲
寿
薬
局

シ
ン
建
工
業
㈱

㈱
コ
ニ
シ
ホ
ー
ム

㈱
大
和
不
動
産

㈲
し
ぶ
や

㈲
新
創
企
画

塩
川
設
計
測
量
㈱

白
川
舞
台
機
構
㈱

㈱
藤
榮
商
事

㈱
Ａ‒

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

㈲
す
ぎ
も
と
イ
ン
テ
リ
ア

㈱
さ
い
た
ま
奉
仕
会
葬
祭
セ
ン
タ
ー

ム
ツ
ミ
産
業
㈱

㈱
Ｓ
Ｐ
Ｄ
ア
ラ
ー
ム

森
田
運
送
㈱

㈱
東
京
解
体
工
事
工
業
所　

さ
い
た
ま
営
業
所

㈱
徳
永
設
備
工
業

富
岡
建
設
㈱

リ
ッ
チ
ョ
ウ
ホ
ー
ム
㈱

㈲
柏
屋
楽
器

㈱
マ
キ
ス
タ
ヂ
オ

㈲
橋
本
製
作
所

㈱
サ
イ
ホ
ー

㈱
松
岡
電
気
工
業

　

５
月
30
日
㈫
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和

に
お
い
て
第
12
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

令
和
４
年
度
収
支
決
算
承
認
に
関

　
　
　
　
　
　

す
る
件

第
２
号
議
案　

役
員
選
任（
案
）承
認
に
関
す
る
件

　

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
異
議
な
く
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
出
席
議
決
権
行
使
者
97
名
、
委
任
状
1
2
0
2
名
）

代
表
理
事
等
の
決
定

　

総
会
後
、
同
会
場
で
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
、

池
田
一
義
氏
が
令
和
５
・
６
年
度
の
代
表
理
事

（
会
長
）
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
・
６
年
理
事
・
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
あ
い
う
え
お
順
・
敬
省
略
）

◆
退
任
感
謝
状

【
理
事
】

藤　

倉　

幸　

親　
　

浦
和
区
支
部

宮　

澤　

明　

美　
　

浦
和
区
支
部

染　

谷　

幸　

一　
　

浦
和
区
支
部

篠　

原　

唯　

史　
　

緑
区
支
部

星　

野　

栄　

一　
　

緑
区
支
部

秋　

本　

建　

二　
　

南
区
支
部

山　

本　

重　

夫　
　

南
区
支
部

岩　

渕　
　
　

均　
　

南
区
支
部

小　

暮　

英　

夫　
　

中
央
区
支
部

小　

林　
　
　

満　
　

中
央
区
支
部

中　

江　

利　

明　
　

桜
区
支
部

【
監
事
】

高　

野　

久　

芳　
　

南
区
支
部

◆
会
員
増
強
運
動
優
秀
者
表
彰 
 

【
特 

別 

表 

彰
】 

令
和
４
年
度
に
５
社
以
上
獲
得 

埼
玉
り
そ
な
銀
行　
　

浦
和
中
央
支
店

埼
玉
り
そ
な
銀
行　
　

北
浦
和
支
店

埼
玉
り
そ
な
銀
行　
　

与
野
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

浦
和
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

浦
和
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

南
浦
和
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

与
野
支
店 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

役
員
改
選
に
関
す
る
件

感
謝
状・表
彰
状
受
彰
者

【
優
秀
表
彰
】
令
和
４
年
度
に
１
社
以
上
獲
得 

〔
会
員
・
役
員
〕

岡　

野　

博　

隆　
　

浦
和
区
支
部

三　

上　

博　

史　
　

浦
和
区
支
部

村　

上　

武　

白　
　

浦
和
区
支
部

平　

野　

信　

夫　
　

浦
和
区
支
部

小　

川　
　
　

晃　
　

浦
和
区
北
支
部

積　

田　

鉄　

也　
　

浦
和
区
北
支
部

岡　

崎　

和　

彦　
　

浦
和
区
北
支
部

宮　

腰　

昭　

洋　
　

緑
区
支
部

甲　

斐　

康　

平　
　

緑
区
支
部

榎　

戸　

三
保
子　
　

南
区
支
部

西　

巻　

武　

志　
　

桜
区
支
部

新　

井　

清　

孝　
　

中
央
区
支
部

本　

橋　

岳　

晴　
　

管
轄
外
支
部

冨　

永　
　
　

哲　
　

管
轄
外
支
部

〔
金
融
機
関
・
提
携
生
損
保
・
税
理
士
会
〕

埼
玉
り
そ
な
銀
行　
　

南
浦
和
支
店

埼
玉
り
そ
な
銀
行　
　

東
浦
和
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

県
庁
前
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

東
浦
和
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

武
蔵
浦
和
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

北
浦
和
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

与
野
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

白
鍬
支
店

武
蔵
野
銀
行　
　
　
　

南
浦
和
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

西
堀
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

大
間
木
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

大
久
保
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

大
東
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫　
　

北
浦
和
支
店

青
木
信
用
金
庫　
　
　

浦
和
支
店

青
木
信
用
金
庫　
　
　

木
崎
支
店

川
口
信
用
金
庫　
　
　

北
浦
和
支
店

東
京
信
用
金
庫　
　
　

浦
和
白
幡
支
店

飯
能
信
用
金
庫　
　
　

さ
い
た
ま
中
央
支
店

溝　

口　

惠　

子　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大　

熊　
　
　

薫　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

横　

島　

千　

恵　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

金　

子　

静　

香　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

林　
　
　

サ
ユ
リ　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

峯　

岸　

智　

実　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

押　

方　

希　

美　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

岡　

崎　

竜　

二　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

五
十
嵐　

直　

也　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

柳　

澤　

竜　

哉　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

熊　

谷　

宙　

舞　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

㈱
親
和
保
険　

前
田　

一
樹　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

㈱
親
和
保
険　

濱
野　
　

晃　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

㈱
ほ
け
ん
ス
タ
ジ
オ　

山
本　

雅
敏 

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

平　

岡　

杏　

菜　

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

㈱
ユ
マ
ニ
テ 　
　

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

鈴　

木　

英　

明　
　

関
東
信
越
税
理
士
会

◆
厚
生
制
度
推
進
者
表
彰 

〔
経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
紹
介
〕 

野　

口　

庄　

司　
　

南
区
支
部

〔
年
間
収
入
保
険
料
対
前
年
比
1
0
0
％
達
成
〕 

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社 

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社
埼
玉
支
店 

〔
経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
推
進
〕 

溝　

口　

惠　

子　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

小　

柳　

優　

子　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

金　

子　

静　

香　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

峯　

岸　

智　

実　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

野　

口　

好　

枝　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大　

西　
　
　

遥　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

〔
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
普
及
推
進
〕 

金　

子　

静　

香　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

野　

口　

好　

枝　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大　

西　
　
　

遥　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

㈱
ユ
マ
ニ
テ 　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

㈱
日
興
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

㈱
ウ
イ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

㈱
ほ
け
ん
ス
タ
ジ
オ　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

会
社
の
保
険
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
㈱　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

澤　

田　
　
　

浩　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

第
12
回
定
時
総
会
の
開
催

（同）
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◆
全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰　
　
　

【
単
位
会
関
係
】

岡　

野　

博　

隆　
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

高　

野　

久　

芳　
　
（
浦
和
法
人
会
前
監
事
）

◆
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

【
単
位
会
関
係
】

岡　

崎　

和　

彦　
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

積　

田　

鉄　

也　
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

早　

坂　

直　

喜　
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

三　

上　

博　

史　
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

石　

井　

貴　

朗　
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

遠　

藤　
　
　

寛　
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

河　

合　

明　

弘　
　
（
浦
和
法
人
会
監
事
）

奥　

田　

和　

明　
　
（
浦
和
法
人
会
前
理
事
）

◆
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
表
彰
規
程
に
よ
る
令
和
４
年
度
表
彰

【
会
員
増
強
単
位
会
表
彰
】

【
福
利
厚
生
事
業
単
位
会
表
彰
】

　

受
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。皆
様
の
日
頃
の
ご

支
援
と
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

二
宮
清
純
氏
に「
勝
つ
リ
ー
ダ
ー
、

負
け
る
リ
ー
ダ
ー
」と
の
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
開
講
演
会

来
賓
祝
辞

　

６
月
６
日
㈫
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
お
い
て
、一
般
社
団
法
人
埼

玉
県
法
人
会
連
合
会
第
９
回
定
時
総
会
、講
演
会
及
び
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
、浦
和
法
人
会
役
員
及
び
浦
和
法
人
会
に
以
下
の
表

彰
が
送
ら
れ
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
定
時
総
会

浦和税務署長　山﨑正弘様さいたま市長　清水勇人様

感謝状の贈呈
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◆
全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰　
　
　

【
単
位
会
関
係
】

岡　

野　

博　

隆　
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

高　

野　

久　

芳　
　
（
浦
和
法
人
会
前
監
事
）

◆
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

【
単
位
会
関
係
】

岡　

崎　

和　

彦　
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

積　

田　

鉄　

也　
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

早　

坂　

直　

喜　
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

三　

上　

博　

史　
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

石　

井　

貴　

朗　
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

遠　

藤　
　
　

寛　
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

河　

合　

明　

弘　
　
（
浦
和
法
人
会
監
事
）

奥　

田　

和　

明　
　
（
浦
和
法
人
会
前
理
事
）

◆
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
表
彰
規
程
に
よ
る
令
和
４
年
度
表
彰

【
会
員
増
強
単
位
会
表
彰
】

【
福
利
厚
生
事
業
単
位
会
表
彰
】

　

受
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。皆
様
の
日
頃
の
ご

支
援
と
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

二
宮
清
純
氏
に「
勝
つ
リ
ー
ダ
ー
、

負
け
る
リ
ー
ダ
ー
」と
の
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
開
講
演
会

来
賓
祝
辞

　

６
月
６
日
㈫
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
お
い
て
、一
般
社
団
法
人
埼

玉
県
法
人
会
連
合
会
第
９
回
定
時
総
会
、講
演
会
及
び
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
、浦
和
法
人
会
役
員
及
び
浦
和
法
人
会
に
以
下
の
表

彰
が
送
ら
れ
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
定
時
総
会

浦和税務署長　山﨑正弘様さいたま市長　清水勇人様

感謝状の贈呈

　

埼
玉
の
至
る
所
で
10
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
晴
れ
た
日
に

は
綺
麗
な
富
士
山
が
眺
め
ら
れ
ま
す
。
3
月
以
降
は
晴
れ
て

い
て
も
春
霞
で
見
え
な
い
こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
。
原
因
の

一
つ
は
ア
ジ
ア
大
陸
の
乾
燥
砂
漠
地
帯
か
ら
の
黄
砂
の
せ
い

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
大
規
模
な
黄
砂
だ
と
、
日
本
で
も
外
で

洗
濯
物
を
干
せ
な
い
、
車
が
埃
ま
み
れ
に
な
る
と
か
、
ア
レ

ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
呼
吸
器
系
疾
患
な
ど
身
体
に

悪
い
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
微
生
物
や
蜘

蛛
の
子
な
ど
の
生
物
も
一
緒
に
運
ば
れ
る
な
ど
と
、
あ
ま
り

歓
迎
さ
れ
な
い
現
象
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
春
先

に
田
畑
に
積
も
っ
た
雪
を
い
ち
早
く
溶
か
す
と
か
、
大
気
中

の
汚
染
物
質
を
吸
着
し
中
和
し
て
酸
性
雨
を
軽
減
す
る
こ
と

の
恩
恵
も
あ
り
ま
す
。

　

十
数
年
前
の
研
究
で
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
中
央
部
の
タ
ク
ラ

マ
カ
ン
砂
漠
で
舞
上
げ
ら
れ
た
黄
砂
が
高
さ
10
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
辺
り
を
二
週
間
で
世
界
一
周
し
た
と
い
う
現
象
が
見
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
風
の
流
れ
は
偏
西
風
と
呼
び
、
西
か
ら
東

へ
時
速
１
０
０
〜
２
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
黄
砂
を
運
ん
だ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
黄
砂
粒
子
は
い
つ
か
陸
地
や
海
に
落
ち

ま
す
。
落
ち
る
海
域
に
よ
っ
て
は
、
黄
砂
に
含
ま
れ
る
鉄
分

が
溶
け
出
し
て
、
鉄
を
渇
望
し
て
い
た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

を
増
や
し
ま
す
。「
て
つ
」
が
と
「
て
つ
」
も
な
く
、「
て
つ
」

て
い
的
に
、「
て
つ
」
だ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

海
面
近
く
で
増
え
た
植
物
が
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
同

時
に
磯
の
匂
い
の
元
と
い
わ
れ
る
硫
黄
を
含
む
気
体
を
出
し

ま
す
。
こ
の
気
体
が
海
の
上
の
空
気
中
で
微
粒
子
を
作
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
空
気
中
に
浮
い
て
い
る
粒
子
を
エ
ア
ロ
ゾ

ル
と
呼
び
ま
す
が
、
空
に
浮
か
ぶ
雲
の
粒
を
作
る
核
に
な
り

ま
す
。
エ
ア
ロ
ゾ
ル
が
少
な
い
と
、
雲
粒
は
大
き
く
な
っ
て

雨
雲
と
な
る
黒
い
雲
が
で
き
、
多
い
と
雲
粒
の
小
さ
な
白
い

雲
が
で
き
ま
す
。
白
い
雲
は
寿
命
も
長
く
、
地
球
の
上
に
白

い
大
き
な
パ
ラ
ソ
ル
を
広
げ
た
よ
う
な
も
の
で
温
暖
化
を
抑

制
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

黄
砂
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
し
か
も
太
陽
光
を
和
ら

げ
る
白
い
雲
を
作
る
、
こ
ん
な
働
き
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
）
で
は
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
重
要
だ
と
認
め
て
い
る
の
で

す
が
、
ま
だ
、
そ
の
科
学
的
な
見
積
り
が
不
確
か
で
は
な
い

か
と
、
多
く
の
研
究
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

黄
砂
以
外
に
も
、
環
境
に
影
響
す
る
自
然
現
象
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
が
、
火
山
噴
火
で
す
。
大
き
な
噴
火
は
冷
害
を

引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
２
０
０
８
年
8
月
に
ア

リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
カ
サ
ト
チ
山
の
噴
火
が
あ
り
、
黄
砂

と
同
様
、
鉄
を
含
ん
だ
火
山
灰
が
北
太
平
洋
北
東
部
に
落
ち

ま
し
た
。
衛
星
観
測
に
よ
る
と
そ
の
年
の
夏
は
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
例
年
に
な
く
大
量
に
増
え
ま
し
た
。
そ
し
て
２
年

後
、
２
０
１
０
年
秋
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン

ビ
ア
州
の
フ
レ
ー
ザ
ー
川
に
平
均
の
２
倍
以
上
の
紅
鮭
が
遡

上
し
ま
し
た
。
大
量
に
増
え
た
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
餌
に
し
て
、

鮭
の
稚
魚
が
十
二
分
に
育
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
仮

説
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鮭
は
川
を
遡
上
し
て
、
海

で
蓄
え
た
栄
養
分
を
山
に
戻
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
万
物
流
転
」、
自
然
界
の
も
の
の
流
れ
は
私
た
ち
が
思
う

以
上
に
地
球
上
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
繋
が
っ
て
い
ま
す
。「
つ

づ
く
（
持
続
）」
を
支
え
る
の
は
「
め
ぐ
る
（
循
環
）」
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

黄砂が運んできたものは

埼玉県環境科学国際センター・総長
東京大学名誉教授

植松　光夫

丸い
地球で環境を考える

♦丸い地球で環境を考える
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なぞ解き

百
年
前
の
関
東
大
震
災
と
浦
和
・
与
野
界
隈

16

秦
野
昌
明

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
相
模
湾
を
震
源
と
す
る

大
地
震
が
発
生
し
た
。
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
～
八
・
二
で
、
余
震
も
数
日
間

続
い
た
。
被
害
は
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
、
山
梨
、
静
岡
の
一
府
五
県
を
中
心
に
長
野
、

群
馬
、
栃
木
に
及
び
、
死
者
・
行
方
不
明
者
十
四
万
二
千
八
百
余
人
、
負
傷
者
十
万
三
千
七
百

余
人
、
家
屋
全
壊
十
二
万
八
千
二
百
余
棟
、
家
屋
半
壊
十
二
万
六
千
二
百
余
棟
、
焼
失
家
屋

四
十
四
万
七
千
百
余
棟
、
津
波
に
よ
る
流
失
家
屋
八
百
六
十
余
棟
に
及
ぶ
未
曾
有
の
大
災
害
と

な
っ
た
。　

　

当
時
、
県
庁
内
に
い
た
新
聞
記
者
の
言
に
「
午
前
十
一
時
五
十
七
分　

激
し
き
風
音
に
似
た

る
不
気
味
の
響
き
を
感
ず
る
間
も
あ
ら
ず　

家
屋
の
鳴
動
と
共
に
、
上
下
左
右
の
振
動　

刻
々

に
激
烈
を
加
へ
、
四し

こ顧
の
器
物　

こ
と
ご
と
く
倒
壊
し
て　

壁
落
ち
襖
倒
れ　

障
子
破
れ
て
五

体
を
支
ゆ
る
に　

ゆ
え
な
く
、
ス
ワ
地
震
よ
と　

転
ぶ
が
ご
と
く　

野
外
に
出
づ
れ
ば
、
激
震

ほ
と
ん
ど
絶
え
間
な
く
、
街
路
の
家
屋
は　

あ
る
い
は
圧
し
潰
さ
れ
、
あ
る
い
は
傾
き　

屋
根

瓦
そ
の
た
の
破
片
四
方
に
飛
び
て　

砂
塵
も
う
も
う
」（
註
１
）
と
あ
る
。

　

浦
和
町
（
註
２
）
で
は
全
壊
二
百
二
十
九
棟
、
半
壊
百
七
十
一
棟
。
死
亡
十
三
人
、
負
傷

二
十
二
人
を
出
し
た
。
中
で
も
、
蔵
造
り
商
店
の
漆
喰
壁
の
多
く
は
こ
と
ご
と
く
崩
れ
落
ち
、

浦
和
刑
務
所
工
作
場
も
全
壊
し
た
。
木
崎
村
（
註
３
）
で
は
全
壊
十
七
戸
、
半
壊
二
戸
。
農
家

の
土
壁
は
落
ち
、
墓
石
や
石
塔
も
倒
壊
し
た
。
ま
た
橋
一
か
所
、
堤
一
か
所
約
三
十
五
ｍ
が
崩

れ
た
。
現
在
の
六
辻
か
ら
南
浦
和
地
区
で
は
家
屋
倒
壊
が
著
し
く
、
南
区
の
沼
影
集
落
は
ほ
ぼ

全
壊
し
死
者
十
一
人
を
出
し
た
。
ま
た
大
門
村
の
小
学
校
も
全
壊
し
た
。

　

鉄
道
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
昼
夜
の
工
事
で
翌
二
日
浦
和
―
川
口
町
間
で
上
り
本
線

の
試
運
転
を
行
っ
た
。
四
日
、
川
口
町
―
赤
羽
間
が
開
通
し
た
こ
と
で
大
宮
―
田
端
・
日
暮
里

間
の
運
転
を
再
開
し
て
い
る
。
罹
災
者
は
紙
片
に
「
罹
災
者
」
と
記
入
し
、
駅
名
を
記
し
て
も

ら
う
こ
と
で
乗
車
券
の
代
用
と
な
り
無
賃
と
な
っ
た
。
六
日
、
東
北
線
・
高
崎
線
・
信
越
線
の

旅
客
列
車
が
全
て
大
宮
駅
を
始
発
、
終
着
と
な
っ
て
い
る
。
十
一
日
、
上
り
旅
客
列
車
は
大
宮

―
田
端
間
十
回
、
大
宮
―
日
暮
里
間
十
回
、
下
り
田
端
―
大
宮
間
十
回
、
日
暮
里
―
大
宮
間
十

回
の
運
行
を
確
保
し
た
。
貨
物
列
車
は
上
・
下
と
も
十
四
回
の
計
二
十
八
回
の
運
行
を
行
な
っ

た
。
浦
和
・
木
崎
界
隈
か
ら
は
東
京
、
神
奈
川
方
面
の
縁
者
救
援
の
た
め
復
旧
間
も
な
い
列
車

に
乗
っ
た
方
々
も
多
い
。
な
お
、
鉄
道
が
正
常
化
す
る
の
は
十
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。　

　

県
下
の
救
援
活
動
は
翌
二
日
早
朝
か
ら
始
ま
っ
た
。
東
京
方
面
か
ら
の
避
難
民
の
流
入

は
一
日
夕
刻
か
ら
始
ま
り
、
三
日
・
四
日
に
は
一
日
お
よ
そ
三
十
万
人
に
の
ぼ
り
、
道
々

は
大
混
乱
を
極
め
た
。
浦
和
町
の
救
護
所
は
浦
和
駅
及
び
浦
和
町
公
会
堂
で
、
九
日
間
で

三
万
三
千
三
百
六
十
人
余
の
救
護
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

与
野
町
青
年
団
は
翌
二
日
よ
り
与
野
駅
に
救
護
所
を
設
け
、
団
員
二
十
～
三
十
人
を
も
っ
て

救
援
活
動
を
開
始
。
三
日
、
町
長
み
ず
か
ら
駅
前
の
民
家
を
借
り
、
人
夫
を
雇
い
約
二
百
人
に

炊
出
し
を
行
っ
た
。
四
日
、与
野
町
と
木
崎
村
は
連
合
し「
救
援
会
」を
結
成
。
駅
周
辺
や
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
終
日
救
援
活
動
を
開
始
し
た
。
与
野
駅
で
は
食
料
の
供
給
者
お
よ
そ
二
千
五
百
余

人
、
医
療
救
護
者
延
べ
十
人
、
村
内
の
宿
泊
救
護
者
は
延
べ
七
人
。
親
戚
縁
者
等
を
頼
り
滞
在

し
た
人
は
五
百
五
十
二
人
（
内
訳:

1
日
以
内
滞
在
二
十
四
人
、
三
日
以
内
滞
在
六
十
二
人
、

五
日
以
内
滞
在
三
十
八
人
、
七
日
以
内
滞
在
四
十
五
人
、
八
日
以
上
滞
在
三
百
八
十
三
人
）。

与
野
駅
で
は
「
車
中
の
人
は
こ
と
ご
と
く
押
し
込
め
ら
れ
、
身
動
き
が
で
き
な
い
。
救
わ
れ
る

人
は
窓
際
や
屋
根
の
上
の
者
の
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
与
野
駅
で
食
料
の
供
給
を
受
け
た
者
お
よ

そ
六
百
人
、
治
療
を
受
け
た
者
二
十
一
人
」
と
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。
救
援
活
動
に
参
加
し
た

埼
玉
女
子
師
範
学
校
生
の
証
言
に
は
「
与
野
駅
で
は
、
満
員
の
汽
車
が
着
く
た
び
に　

新
し
く

買
い
求
め
た
長
（
肥
）
び
し
ゃ
く
で
、
屋
根
の
上
の
人
、
窓
か
ら
の
人
へ　

桶
か
ら
水
を
や
り

ま
し
た
。
人
は
次
々
に
、
き
っ
た
な
い
手
ぬ
ぐ
い
を
ぶ
ら
下
げ
、
そ
れ
に
水
を
か
け
て
や
る
と
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チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
飲
む
わ
け
で
す
。
汽
車
は
止
ま
っ
て
も
す
ぐ
発
車
し
、
惨
め
な
思
い
が
残
り

ま
し
た
」（
註
４
）
と
も
あ
る
。
更
に
、
避
難
車
輛
は
貨
物
車
も
使
用
さ
れ
、「
駅
で
は
乗
り

は
ぐ
れ
ま
い
と
凄
ま
じ
く
、
機
関
車
に
も
石
炭
車
に
も
人
一
杯
、
恰

あ
た
か

も
猿
の
如
く
窓
に
飛
び

込
む
も
あ
り
、
屋
根
に
飛
び
上
が
る
も
あ
り
、
一
塊
の
荷
物
の
如
く
に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
小

児
も
あ
り
、
不
平
を
言
っ
て
投
げ
出
さ
れ
る
も
あ
り
、
死
物
狂
い
で
泣
く
声
、
叫
ぶ
音
、
汽

車
の
音
と
あ
い
和
し
て
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
喧け

ん
け
ん
ご
う
ご
う

々
囂
々
。
混
乱
は
川
口
駅
に
も
数
倍
し
た
。

県
下
の
学
生
生
徒
、
青
年
団
な
ど
日
々
数
百
人
が
出
動
し
、
声
を
枯
ら
し
て
整
理
に
尽
く
す
が
、

発
車
毎
に
幾
人
か
の
負
傷
者
を
出
し
、
屋
根
か
ら
落
ち
て
命
を
損
し
た
者
も
数
名
。
車
内
は

人
い
き
れ
と
汗
や
垢
の
臭
気
と
で
、
呼
吸
も
詰
ま
る
ば
か
り
。
残
暑
も
激
し
く
釜
の
中
に
い

る
お
も
ひ
。
貨
車
で
は
さ
ほ
ど
で
な
い
が
、
か
わ
り
に
絶
え
ず
風
雨
の
苦
し
み
を
な
め
ね
ば

な
ら
ず
、
惨
め
さ
は
言
語
に
絶
し
た
」（
註
５
）
と
あ
る
。

　

そ
の
他
、
浦
和
町
・
木
崎
村
で
は
町
村
内
で
の
盗
難
火
難
の
警
戒
、
中
山
道
に
出
張
所

を
設
け
交
通
整
理
を
行
な
い
、
浴
場
の
設
備
を
つ
く
っ
て
い
る
。
更
に
、
九
月
九
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
埼
玉
県
赤
十
字
支
部
の
要
請
に
応
じ
十
数
名
を
も
っ
て
、
東
京
池
之
端
及
び

滝
野
川
方
面
の
病
人
の
救
助
を
行
っ
て
い
る
。
義
捐
金
は
浦
和
町
四
千
六
百
五
十
二
円
五
十

銭
。
木
崎
村
五
百
円
。
そ
の
他
、
個
人
の
救
援
金
、
衣
類
雑
貨
、
米
百
六
俵
、
サ
ツ
マ
イ
モ

二
十
八
俵
が
東
京
へ
送
ら
れ
て
い
る
。

　

関
東
大
震
災
後
、
さ
い
た
ま
市
へ
は
京
浜
地
区
か
ら
の
移
住
が
増
え
、
浦
和
地
区
で
は
前

後
三
ヵ
年
で
千
六
十
六
世
帯
、
三
千
三
百
七
十
一
人
の
増
加
を
み
て
い
る
。
加
え
て
、
耕
地

整
理
に
よ
る
街
づ
く
り
と
省
線
（
現
在
の
京
浜
東
北
線
）
の
開
業
で
、
住
み
や
す
い
土
地
柄

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
浦
和
で
は
「
鎌
倉
文
士
に
浦
和
画
家
」（
註
６
）、
木
崎
・

与
野
は
「
メ
ロ
ン
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ム
の
街
」（
註
７
）
と
い
う
住
宅
地
開
発
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
も
誕
生
し
た
。

（
註
１
）『
埼
玉
縣
北
足
立
郡
大
正
震
災
誌
』
大
正
十
四
年　

昭
文
堂

（
註
２
）
当
時
の
「
浦
和
町
」
は
常
盤
・
高
砂
・
仲
町
・
岸
町
界
隈

（
註
３
）
当
時
の
「
木
崎
村
」
は
上
木
崎
・
木
崎
・
大
東
・
瀬
ケ
崎
・
針
ヶ
谷
・
北
浦
和
・
元
町
・
本

太
・
前
地
界
隈

（
註
４
）『
与
野
市
史
』
通
史
編　

下
巻

（
註
５
）『
大
宮
市
史
』
第
四
巻　

近
代
編

（
註
６
）「
東
京
日
日
新
聞
」
昭
和
六
年
八
月
十
八
日
付
に
由
来

（
註
７
）『
与
野
、
木
崎
の
草
分
』
深
井
春
麗
著　

昭
和
五
年

【
筆
者
略
歴
】

昭
和
二
十
七
年
、
浦
和
市
北
浦
和
に
生
ま
れ
る
。
父
は
浦
和
、
母
は
大
宮
、
妻
は
与
野
で
育
ち
、
我
が

家
庭
で
は
さ
い
た
ま
市
誕
生
以
前
よ
り
三
市
合
併
が
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
ど
も
時
代
は
駄
菓
子
屋
通
い

と
紙
芝
居
を
楽
し
み
に
、
古
老
に
街
道
の
昔
話
を
聞
き
、
母
の
郷
里
に
泊
ま
り
見
沼
の
自
然
に
遊
ぶ
毎

日
。
昭
和
五
十
年
よ
り
文
化
財
保
護
、
社
会
教
育
等
の
業
務
に
奉
職
す
る
。

浦和町仲町の商家の被害（『埼玉縣北足立郡大正震災誌』）県庁前の避難民（『埼玉縣北足立郡大正震災誌』）

被災者が水を求めた「お助け井戸」（岸町関元屋）浦和駅の避難民（『写真が語る さいたま市の一〇〇年』）
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社長さん、こんにちは

父の教え「時代に合った商売」を

株式会社　岡村

代表取締役　森　道子（もり　みちこ）さん

【会社】
創　業：1870 年（明治３年）
所在地：さいたま市緑区大間木 576-1
概　要：肥料の小売から始まり、石油製品・自動車用品の販売

などを経て、現在では 2013 年から始めた「除菌・消
臭液　セラ水」を取り扱う事業をメーンとしている。

【社長】
1949 年（昭和24 年）10 月７日生まれ、73 歳。さいたま市出身。先
代の父から会社を継ぎ2000 年頃に７代目社長に就任。

〜〜〜〜【プロフィール】〜〜〜〜
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▼
肥
料
商
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

　

こ
の
地
域
に
は
「
岡
村
」
と
い
う
苗
字
が

相
当
数
い
ま
し
て
ね
。
う
ち
は
本
家
か
ら
出

た
分
家
の
分
家
で
す
。
分
家
か
ら
出
る
と
き

に
商
売
を
し
よ
う
と
、
曽
祖
父
が
１
８
７
０

年
（
明
治
３
年
）
に
創
業
し
た
の
が
こ
の
会

社
の
よ
う
で
す
。
当
時
は
肥
料
商
「
よ
ろ
ず

や
」
と
し
て
肥
料
の
小
売
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
に
は
、
有

限
会
社　

岡
村
松
五
郎
商
店
を
設
立
。
時
代

と
と
も
に
商
い
の
内
容
も
多
様
化
し
て
い
き

ま
し
て
１
９
６
８
年
（
昭
和
43
年
）
に
は
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
開
業
し
ま
し
た
。

　

先
代
の
父
の
商
売
へ
の
考
え
方
と
い
う
の

は
、「
時
代
に
合
っ
た
商
売
を
や
っ
て
い
く
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
一
つ
の
職
業
や
職
種

を
続
け
て
い
く
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
、
扱
う
も
の
に
よ
っ
て
は
時

代
の
変
化
に
よ
っ
て
繁
盛
し
た
り
廃
れ
た
り

と
状
況
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
社

は
肥
料
の
小
売
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
の
、
地

域
の
宅
地
化
が
進
み
肥
料
の
需
要
も
少
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
の
一
手
を
考
え
る
こ

と
に
。
そ
こ
で
父
が
始
め
た
の
が
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
で
し
た
。
石
油
製
品
の
販
売
に
乗

り
出
し
た
会
社
と
し
て
は
こ
の
辺
り
で
み
て

み
る
と
早
い
方
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
学
生
の
頃
か
ら
こ
の
家
業
を
手
伝
っ

て
お
り
、
そ
の
後
も
妹
と
と
も
に
手
伝
い
を

続
け
ま
し
た
。
私
も
妹
も
外
で
働
い
て
み
た

い
気
持
ち
は
あ
っ
た
の
で
す
が
…
。
法
人
会

や
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動
で
、
外

に
出
て
い
く
こ
と
も
多
か
っ
た
父
で
す
か
ら

き
っ
と
家
業
は
身
内
に
任
せ
た
か
っ
た
の
か

な
と
今
思
え
ば
納
得
で
き
ま
す
（
笑
）。
そ

ん
な
父
は
も
う
亡
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
娘

な
が
ら
に
「
先
を
見
据
え
る
力
」
と
い
う
の

が
備
わ
っ
た
人
で
し
た
。
今
で
も
年
に
何
回

か
「
お
父
さ
ん
こ
れ
は
ど
う
し
た
ら
い
い
と

思
う
？
」
と
相
談
し
た
く
な
る
こ
と
が
あ
る

ほ
ど
で
す
。

▼
社
会
貢
献
を
目
指
し
て

　

末
っ
子
の
長
男
が
歯
科
医
師
と
な
っ
た
た

め
、
２
０
０
０
年
頃
に
長
女
で
あ
る
私
が
七

代
目
社
長
と
し
て
会
社
を
継
ぐ
こ
と
と
な

り
、
２
０
０
１
年
に
は
社
名
を
「
岡
村
」
に

し
ま
し
た
。「
松
五
郎
」
と
い
う
名
は
、
私

の
娘
が
別
会
社
で
展
開
し
て
い
る
都
内
の
飲

食
店
の
屋
号
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
こ
の
会
社
の
メ
ー
ン
事
業
と
な
っ

て
い
る
「
除
菌
・
消
臭
液　

セ
ラ
水
」
と
の

出
会
い
は
２
０
１
０
年
ご
ろ
で
し
た
。
ホ
テ

ル
な
ど
で
の
禁
煙
ル
ー
ム
を
設
け
る
た
め
の

清
掃
作
業
で
需
要
が
出
て
き
始
め
「
や
っ
て

み
な
い
か
」
と
声
が
掛
か
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。

　

こ
の
「
セ
ラ
水
」
と
い
う
の
は
、
次
亜
塩

素
酸
水
な
の
で
す
が
、
当
時
は
今
ほ
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
も
の
で
し
た
の
で
、
私
た
ち
も

取
り
扱
い
を
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
に
。
次

亜
塩
素
酸
水
は
噴
霧
す
る
こ
と
で
消
臭
と
除

菌
が
で
き
る
も
の
で
し
た
の
で
、
３
年
間
自

分
の
家
で
実
験
を
し
、「
人
体
に
害
は
な
い

か
」
そ
し
て
「
効
き
目
が
あ
る
か
」
を
検

証
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
害
は
な
か
っ
た
で

す
し
、
毎
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
も
ら
っ
て

く
る
孫
も
こ
の
期
間
は
も
ら
っ
て
こ
な
か
っ

た
の
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
２
０
１
３
年
か
ら

取
り
扱
う
こ
と
を
決
定
。
現
在
で
は
、
リ
ッ

ツ
カ
ー
ル
ト
ン
な
ど
の
ホ
テ
ル
や
県
内
の
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
会
社
と
の
取
引
が
あ
り
ま
す
。

　
「
商
売
を
し
て
い
る
い
か
ら
に
は
、
社
会

に
還
元
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」。

こ
れ
は
父
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
す

し
、
私
も
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
セ

ラ
水
の
取
り
扱
い
を
始
め
た
と
き
に
、
お
よ

そ
７
年
後
に
新
型
の
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延
す

る
世
の
中
に
な
る
と
思
い
も
し
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
結
果
と
し
て
自
分
た
ち
の
商
売
が

少
し
で
も
社
会
に
貢
献
が
で
き
て
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
あ
っ
て
の
商
売
で

す
が
従
業
員
が
い
な
く
て
は
お
客
様
に
奉
仕

を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
従
業
員
を
大

切
に
し
な
が
ら
会
社
を
存
続
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
税
に
つ
い
て
一
言

　

徴
収
さ
れ
た
税
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方

に
い
き
渡
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
私
が

最
近
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
や
難
病
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
対
応
で
す
。
難
し
い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
目
が
届
か
な
い
方
た
ち
に

対
し
て
税
が
生
か
さ
れ
る
社
会
に
な
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。

昭和初期頃の店舗
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糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
、
も
う
10
年
以
上
に
な

る
だ
ろ
う
か
。
数
年
前
か
ら
は
、
高
血
圧
症
の
治

療
も
受
け
て
い
る
。
糖
尿
病
は
、膵
臓（
す
い
ぞ
う
）

か
ら
出
る
血
糖
値
を
調
節
す
る
ホ
ル
モ
ン
の
一
種

イ
ン
ス
リ
ン
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
血
中
の

糖
が
増
え
て
し
ま
う
病
気
だ
。
症
状
が
悪
化
す
れ

ば
、
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、
心
不
全
や
腎
不
全
、

失
明
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。

　
「
糖
尿
病
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
に
は
、
生
活

習
慣
を
き
ち
ん
と
自
己
管
理
す
る
よ
う
に
」。
医

師
か
ら
、
毎
回
き
つ
く
言
わ
れ
る
。
分
か
っ
て
い

る
。
で
も
ね
え
、
先
生—

—

。
心
の
中
で
医
師
に

言
い
訳
し
、
自
分
を
ご
ま
か
し
て
い
る
。

　

昨
年
秋
、
さ
い
た
ま
市
内
で
開
か
れ
た
健
康
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
血
管
の
病
気

と
予
防
の
た
め
の
食
事
と
健
康
」。
講
師
の
一
人

が
、
管
理
栄
養
士
で
糖
尿
病
療
法
指
導
士
の
時
田

美
恵
子
さ
ん
だ
っ
た
。
運
動
や
食
事
療
法
を
継
続

す
る
「
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
」
を
見
つ
け
、
改
善
に

導
い
た
栄
養
指
導
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

薬
は
飲
ん
で
い
る
が
、
栄
養
指
導
は
受
け
た
こ

と
が
な
い
。
運
動
の
継
続
も
、
食
生
活
の
改
善
も

実
践
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
人
は
な
ぜ
継

続
で
き
な
い
の
か
。
栄
養
指
導
と
は
ど
ん
な
も
の

か
。
自
戒
の
念
を
込
め
て
聞
き
解
こ
う
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

時
田
さ
ん
は
勤
務
先
の
東
埼
玉
総
合
病
院
で
、

主
に
糖
尿
病
患
者
に
対
し
て
食
事
指
導
を
担
当
し

て
い
る
。「
病
院
で
は
チ
ー
ム
で
患
者
さ
ん
に
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
」。
糖
尿
病
専
門
医
や
指
導
医
、

糖
尿
病
療
法
指
導
士
の
資
格
を
持
つ
看
護
師
や
薬

剤
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
が
チ
ー
ム
で
患
者
を
支

え
て
い
る
。
時
田
さ
ん
も
管
理
栄
養
士
と
糖
尿
病

療
法
指
導
士
の
資
格
を
持
っ
て
加
わ
る
。

　

こ
の
日
、
栄
養
指
導
に
や
っ
て
来
た
患
者
が
低

血
糖
状
態
だ
っ
た
。
だ
が
、
患
者
に
は
自
覚
が
な

い
。「
な
ぜ
だ
ろ
う
」。
糖
尿
病
の
治
療
に
は
栄
養

指
導
は
重
要
だ
が
、
投
薬
や
運
動
な
ど
も
大
き
く

か
か
わ
る
。
患
者
の
状
態
を
看
護
師
や
医
師
へ
つ

な
ぎ
、
医
師
か
ら
分
食
の
指
示
が
出
て
、
こ
の
日

は
２
度
の
栄
養
指
導
を
行
っ
た
。

　
「
患
者
さ
ん
の
生
活
を
含
め
た
治
療
全
体
を
見

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。「
な
ぜ
」
を
チ
ー
ム
で

共
有
す
る—

—

。
管
理
栄
養
士
と
し
て
糖
尿
病
を

学
び
、
時
田
さ
ん
は
そ
の
重
要
性
を
思
う
。

生活習慣の改善 やる気スイッチを探す
ＪＭＡ東埼玉総合病院栄養科（幸手市）

管理栄養士・日本糖尿病療法指導士 時田 美恵子 さん

［
あ
く
と
・
よ
し
ひ
こ
］
月
刊
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
発
行
人
、

有
限
会
社
地
域
環
境
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
。
ラ
イ
タ
ー
・
編
集
者
。『
こ

の
男
、
行
動
力
。
清
水
勇
人
』（
埼
玉
新
聞
社
）
な
ど
。

［ときた・みえこ］　相模女子大学短期大学部食物栄養科卒。病院勤務を経て管理栄養士の資
格を取得。１９９３年埼玉協同病院に勤務後、地域活動栄養士として地域の診療所の栄養指導
や企業の特定保健指導に取り組む。２０１４年から現職。日本糖尿病療法指導士。

生活習慣の改善へ、患者に伴走する

患
者
の
声
に
耳
を
傾
け

支
援
へ
つ
な
ぐ
こ
と
も

　

栄
養
指
導
に
や
っ
て
来
る
人
は
、
様
々
な
背
景

を
持
っ
て
い
る
。
時
田
さ
ん
は
、
栄
養
指
導
を
受

け
る
患
者
の
話
に
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
る
。

　

あ
る
高
齢
の
男
性
患
者
。
夫
婦
二
人
暮
ら
し
で
、

離
れ
て
暮
ら
す
息
子
が
い
る
。
糖
尿
病
で
、
し
ば

ら
く
前
か
ら
栄
養
指
導
を
受
け
て
い
た
。
話
を
聞

く
う
ち
に
「
畑
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
ボ
ケ
て
き

た
の
か
」
と
心
配
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
認

知
症
の
可
能
性
を
思
っ
た
。

　

情
報
を
看
護
師
と
共
有
し
、
認
知
症
外
来
へ
つ

な
い
だ
。
さ
ら
に
、
院
内
に
あ
る
在
宅
医
療
連
携

拠
点
を
通
し
て
、
介
護
支
援
に
つ
な
げ
よ
う
と
試

み
た
。
男
性
に
は
介
護
申
請
を
勧
め
た
が
、
今
も

申
請
は
出
て
い
な
い
と
い
う
。「
奥
さ
ん
の
こ
と
を

気
に
か
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
男
性
の
状
態
を
見
届
け
る
人
が
誰
も
い

な
く
な
っ
て
し
ま
う
」。

　

時
田
さ
ん
は
、
男
性
が
受
診
す
る
た
び
に
栄
養

指
導
を
入
れ
る
よ
う
に
し
た
。
苦
肉
の
策
。「
患
者

さ
ん
と
向
き
合
う
機
会
さ
え
あ
れ
ば
、
私
が
変
化

に
気
づ
け
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
」。

　

嫌
々
、
栄
養
指
導
を
受
け
に
来
る
人
は
態
度
で

た
い
が
い
分
か
る
。「
で
も
ね
」
と
、
時
田
さ
ん
は

続
け
る
。
患
者
の
話
に
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
、
患

者
の
生
活
を
知
り
、
さ
ら
に
そ
の
背
景
ま
で
を
で

き
る
限
り
知
ろ
う
と
努
め
て
い
る
。
で
き
な
い
理

由
、
続
か
な
い
原
因
を
探
し
、
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
、
患
者
の
「
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
」
を
共
に
見

つ
け
て
い
く
。

　

仕
事
が
忙
し
く
て
昼
食
は
コ
ン
ビ
ニ
で
済
ま
せ
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食べる量は言葉や数字では分からない。目で見て実感できるように説明する

「できない」を「できる」に変える

　

栄
養
指
導
は
食
事
を
厳
し
く
管
理
さ
れ
た
り
、
制

限
さ
れ
た
り
す
る
と
思
い
が
ち
だ
が
、
そ
う
で
は
な

い
。「
大
切
な
の
は
長
く
続
け
る
こ
と
。難
し
い
こ
と
、

診察のついでに患者が顔を見せることも

長
く
続
け
る
た
め
に

無
理
を
し
な
い
栄
養
指
導

が
ち
な
人
に
、
毎
日
弁
当
を
作
れ
と
い
っ
て
も
無

理
が
あ
る
。
な
ら
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
で
ど
ん
な
も
の

を
選
べ
ば
い
い
か
を
助
言
す
る
。
ス
ト
レ
ス
解
消

で
食
べ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
人
に
は
、
と
き
に
は

菓
子
パ
ン
や
洋
菓
子
の
食
事
と
し
て
、
野
菜
な
ど

と
の
組
み
合
わ
せ
を
提
案
す
る
。

　

患
者
そ
れ
ぞ
れ
に「
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
」は
あ
る
。

し
か
も
、
一
つ
で
は
な
い
。「
栄
養
指
導
は
継
続
が

大
切
」と
、時
田
さ
ん
は
話
す
。
成
功
を
共
に
喜
び
、

失
敗
し
て
も
原
因
を
一
緒
に
考
え
て
改
善
す
る
。

患
者
の「
こ
れ
な
ら
で
き
る
」を
懸
命
に
探
す
の
は
、

継
続
に
つ
な
げ
る
た
め
だ
。

抵
抗
を
感
じ
る
こ
と
よ
り
も
、
無
理
を
せ
ず
に
、
こ

れ
く
ら
い
な
ら
で
き
そ
う
を
一
緒
に
見
つ
け
る
の
が

栄
養
相
談
で
す
」。
嫌
気
が
差
し
て
い
る
と
感
じ
た

ら
、
栄
養
指
導
を
半
年
に
１
度
、
１
年
に
１
度
と
い

う
具
合
に
間
を
空
け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

栄
養
指
導
室
。
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
栄
養
指
導
を
卒
業
し
た
後
も
訪
ね
て
く
る
人
が
い

る
。「
顔
を
見
に
来
た
よ
」。
す
り
ガ
ラ
ス
の
ド
ア
越

し
に
中
の
様
子
を
う
か
が
い
、
透
明
な
ド
ア
下
部
か

ら
相
談
者
の
足
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
声
を
か
け

て
く
れ
る
。

　
「
お
茶
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
を
差
し
入
れ
て
く

れ
る
人
も
い
て
、
そ
の
気
持
ち
が
本
当
に
う
れ
し

い
」。
患
者
の
声
を
聞
き
、
共
に
悩
み
考
え
、
工
夫

を
重
ね
な
が
ら
患
者
の
生
活
習
慣
改
善
に
伴
走
し
て

い
る
時
田
さ
ん
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

　
「
こ
ん
な
ふ
う
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
人

生
経
験
を
積
ん
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。例
え
ば
、

医
師
に
薬
に
つ
い
て
質
問
で
き
る
の
は
、
糖
尿
病
を

学
ん
で
専
門
知
識
を
得
た
か
ら
。
自
分
の
強
み
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　

休
日
は
、
実
家
の
あ
る
山
梨
へ
出
か
け
て
畑
で
汗

を
流
す
。
い
つ
の
間
に
か
仲
間
が
増
え
て
、
な
ぜ
か

医
療
職
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
た
。「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
つ
く
り
た
い
」。
畑
仲
間
に
出
会
っ
て
夢
を
描
く

よ
う
に
な
っ
た
。
思
い
が
募
る
と
さ
ら
に
人
の
縁
を

呼
び
、
糖
尿
病
に
関
心
を
持
つ
若
い
シ
ェ
フ
に
も
出

会
っ
た
。

　

医
師
や
看
護
師
ら
を
伴
っ
て
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

在
宅
療
養
者
の
も
と
へ
走
る
。
管
理
栄
養
士
の
時
田

さ
ん
が
考
え
た
献
立
を
、
シ
ェ
フ
が
腕
を
振
っ
て
調

理
し
、療
養
者
と
介
護
を
支
え
る
家
族
に
振
る
舞
う
。

時
田
さ
ん
は
母
親
を
在
宅
で
介
護
し
た
経
験
か
ら
、

こ
ん
な
夢
の
実
現
を
思
う
。
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県内経済の動き県内経済の動き県内経済の動き出所：「公益財団法人埼玉りそな産業経済振興財団」埼玉りそな経済情報2023年6月号より

概況　埼玉県の景気は、緩やかに持ち直している

景気動向指数…下方への局面変化を示している
　2月のCI（コンポジット・インデックス）は、先行指
数：124.0（前月比▲1.5ポイント）、一致指数：82.8（
同＋1.7ポイント）、遅行指数：85.3（同＋0.2ポイント）
となった。
　先行指数は2カ月ぶりの下降となった。
　一致指数は4カ月ぶりの上昇となった。
　基調判断となる3カ月後方移動平均は、前月比
▲0.77ポイントと、6カ月連続の下降となった。
　埼玉県は景気の基調判断を、2カ月連続で「下
方への局面変化を示している」としている。遅行指
数は2カ月ぶりの上昇となった。

個人消費…
　3月の百貨店・スーパー販売額は1,157億円、前年比
＋1.9％（既存店）と6カ月連続で増加した。
　業態別では、百貨店（同＋1.6％）、スーパー（同＋1.9
％）とも増加した。
　新設店を含む全店ベースの販売額は同＋2.7％と10
カ月連続で増加した。
　4月の新車販売台数（乗用車）は10,071台、前年比＋
25.7％と4カ月連続で増加した。
　車種別では普通乗用車が6,546台（同＋34.4％）、小
型乗用車は3,525台（同＋12.2％）だった。

住 宅…4カ月ぶりに前年を下回る
　3月の新設住宅着工戸数は4,081戸となり、前年比
▲14.6％と4カ月ぶりに前年を下回った。
　利用関係別では、貸家が1,557戸（同＋54.3％）と
4カ月連続で増加したものの、持家が1,027戸（同▲
14.1％）と13カ月連続で、分譲が1,495戸（同▲41.8
％）と5カ月ぶりに減少した。
　分譲住宅は、マンションが198戸（同▲84.0％）
と5カ月ぶりに、戸建てが1,286戸（同▲3.3％）と4カ
月ぶりに減少した。

公共工事…2カ月ぶりに前年を上回る
　4月の公共工事請負金額は955億円、前年比＋22.7％
と2カ月ぶりに前年を上回った。
　発注者別では、独立行政法人等（同▲16.9％）は減
少したものの、国（同＋143.5％）と県（同＋90.9％）、市町
村（同＋2.4％）が増加した。
　なお、4月の請負件数も839件（同＋18.7％）と前年を上
回っている。

生 産…3カ月ぶりに増加
　2月の鉱工業指数をみると、生産指数は77.7、前月比
＋2.4％と3カ月ぶりに増加した。
　業種別では、食料品、輸送機械、情報通信機械など
11業種が増加したものの、生産用機械、パルプ・紙・紙
加工品、繊維など11業種が減少した。
　在庫指数は89.0、前月比＋1.8％と2カ月連続で増加し
た。
　業種別では、電気機械、化学、情報通信機械など6
業種が増加したものの、パルプ・紙・紙加工品、電子部
品・デバイス、非鉄金属など13業種が減少した。

雇 用…有効求人倍率は前月から下降
　3月の受理地別有効求人倍率は、前月から0.02ポイン
ト下降の1.04倍となった。
　有効求職者数が90,438人（前月比▲0.3％）と、2カ月
連続で前月を下回るなか、有効求人数は93,918人（同
▲2.7％）と3カ月連続で前月を下回った。
　新規求人倍率は、前月から0.10ポイント下降の1.86倍
となっている。
　なお、3月の就業地別有効求人倍率は、前月から横ば
いの1.17倍であった。

百貨店・スーパー販売額は
6カ月連続で増加
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県内経済の動き県内経済の動き県内経済の動き出所：「公益財団法人埼玉りそな産業経済振興財団」埼玉りそな経済情報2023年6月号より

概況　埼玉県の景気は、緩やかに持ち直している

景気動向指数…下方への局面変化を示している
　2月のCI（コンポジット・インデックス）は、先行指
数：124.0（前月比▲1.5ポイント）、一致指数：82.8（
同＋1.7ポイント）、遅行指数：85.3（同＋0.2ポイント）
となった。
　先行指数は2カ月ぶりの下降となった。
　一致指数は4カ月ぶりの上昇となった。
　基調判断となる3カ月後方移動平均は、前月比
▲0.77ポイントと、6カ月連続の下降となった。
　埼玉県は景気の基調判断を、2カ月連続で「下
方への局面変化を示している」としている。遅行指
数は2カ月ぶりの上昇となった。

個人消費…
　3月の百貨店・スーパー販売額は1,157億円、前年比
＋1.9％（既存店）と6カ月連続で増加した。
　業態別では、百貨店（同＋1.6％）、スーパー（同＋1.9
％）とも増加した。
　新設店を含む全店ベースの販売額は同＋2.7％と10
カ月連続で増加した。
　4月の新車販売台数（乗用車）は10,071台、前年比＋
25.7％と4カ月連続で増加した。
　車種別では普通乗用車が6,546台（同＋34.4％）、小
型乗用車は3,525台（同＋12.2％）だった。

住 宅…4カ月ぶりに前年を下回る
　3月の新設住宅着工戸数は4,081戸となり、前年比
▲14.6％と4カ月ぶりに前年を下回った。
　利用関係別では、貸家が1,557戸（同＋54.3％）と
4カ月連続で増加したものの、持家が1,027戸（同▲
14.1％）と13カ月連続で、分譲が1,495戸（同▲41.8
％）と5カ月ぶりに減少した。
　分譲住宅は、マンションが198戸（同▲84.0％）
と5カ月ぶりに、戸建てが1,286戸（同▲3.3％）と4カ
月ぶりに減少した。

公共工事…2カ月ぶりに前年を上回る
　4月の公共工事請負金額は955億円、前年比＋22.7％
と2カ月ぶりに前年を上回った。
　発注者別では、独立行政法人等（同▲16.9％）は減
少したものの、国（同＋143.5％）と県（同＋90.9％）、市町
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百貨店・スーパー販売額は
6カ月連続で増加
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第22回　個人事業主の事業承継（前編）
埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生

基本的な考え方

　個人事業主である現経営者から後継者に事業承継する場合、現経営者と後継者はそれぞれ独立した法主体であることから、現
経営者は「廃業」し、後継者が「開業」するという考え方で、手続き等を進めていきます。

承継のタイミング

　所得税が暦年課税であることから、一般的には、12月31日がベターを言われているようですが、これは、現経営者である個人事
業主が年の途中で廃業した際も、翌年、利益が出ていれば確定申告をする必要があり、手間を省く意味で言われているため、12月
31日がマストではありません。

財産等の承継について

　　　親子間の承継について、以下の財産等のうち、①と②は贈与で行うのが一般的です。
　①不動産を除く事業用資産
　②事業用の負債
　上記①と②の差が 110万円以下であれば、贈与税は課税されません。贈与税の申告期限は、贈与した年の翌年の 2月1日～3月
15日となります。

　　なお、事業用の負債で金融機関借入金がある場合、承継時に全額返済する必要があるかという質問が良くあります。承継のタ
　イミングで現経営者の借入金を引き継ぐかどうかに関しては、以下の選択肢があります。
ⅰ　承継時に現経営者が借入金を全額返済。
ⅱ　承継のタイミングで後継者が現経営者の借入金を引き継ぐ（現経営者と後継者の双方が債務者となる重畳的債務引受と、　

　　　後継者のみが債務者となる免責的債務引受があります）
　ⅲ　承継時に現経営者が借入金を全額返済し、後継者が新たに金融機関から借入を行う。

　　特に、ⅰとⅲに関しては、借入金の引継ぎがないため、贈与税の負担がどれくらいになるか留意が必要です。また、ⅱとⅲに関しては、
　金融機関との十分な事前調整が必要です。
　③事業用の不動産
　　承継時に現経営者の所有する事業用不動産を後継者に贈与すると、多額の贈与税の負担が想定されます。生計を一にする親
　族が後継者の場合は、一般的には、承継時に現経営者の保有する事業用不動産の贈与を受けず、後継者が使用貸借する形が
　とられているようです。この場合、建物等の減価償却費等については、後継者が必要経費に算入可能です。
　　一方で、承継時に事業用不動産の贈与を行わない場合は、一般的には、相続発生時に後継者に移転することが多いと思いま
　すが、相続財産に占める事業用不動産の割合が高く、相続人が多数いる場合などでは、後継者に事業用不動産が 100％の割合
　で移転できないことが想定されます。将来のトラブル回避のため、事前に後継者に事業用不動産を移転したいが、贈与税負担が
　心配という事業者の方は、個人版事業承継税制の活用をご検討することをお勧めします。

【個人版事業承継税制の概要】
　　この制度は、個人事業者が事業承継を行う際の税負担をゼロとする制度です（納税猶予であり免除ではありません）。
　①対象となる財産：事業を行うために必要な多様な事業用資産が対象
　　○土地・建物（土地は400㎡、建物は800㎡まで）

　今回と次回とで、個人事業主が親族に対して事業を承継する場合のポイントを説明します。今回は、前編として基
本的な考え方、承継のタイミング、財産等の承継及び個人版事業承継税制について説明します。

新入会員紹介
法人名 所在地 会員ＴＥＬ 職　種

岸　秀洋
㈱Ｉ．Ｓ．Ｅ
㈱縁
クレイン不動産㈱
北浦和ターミナルビル㈱
㈱Life　Factory
㈱サトシワークス
㈱ｉ-Ｓｐａｃｅ
スティミュラス㈱　
長田造園㈱
㈱Ｈ＆Ｓコーポレーション
埼玉保育教販㈱
（同）うみそら訪問看護ステーション
社会福祉法人　昭友会
㈱ライジング
㈱Stella　Pulito63
（同）リハ・クリエイティブ
㈱たてものサービス
ＳＵＮ　ＢＲＩＧＨＴ㈱
（同）Ｍ．Ａ．Ｋｉｄｓ
穴久保塗装　
㈱ハットライフソリューション
㈱ほけんスタジオ　
（同）クリア・コンプリート
㈱善収庵大こくや
保険パワーメイト㈱
第一生命保険㈱　大宮駅前営業オフィス
（同）しらこばと企画
（同）ｉｎｆｉｎｉｔｙ
㈲山田建具
ナビホーム㈱
㈱Ａｎｎｕｌｕｓ
㈱ギルドセキュリティ

080-2242-8676
048-827-0120
048-789-6088
048-711-2800
048-814-2501
070-1523-8530
048-825-9340
048-716-8953
090-7708-4074
048-829-7722
048-767-7711
048-873-3333
048-767-5798
048-813-1160
048-885-8628
048-829-9478
080-8475-8653
048-767-6667
090-5268-0936
048-864-8565
048-859-3044
048-864-2610
048-816-4129
090-9954-9373
048-856-0007
048-650-7707
050-3782-1374
090-4008-4616
080-2683-3303
048-686-7950
048-255-0101
080-5500-0399
03-3956-2511

浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
緑 区
緑 区
緑 区
緑 区
緑 区
南 区
南 区
南 区
南 区
南 区
南 区
桜 区
桜 区
桜 区
中 央 区
中 央 区
大 宮 区
大 宮 区
大 宮 区
北 区
見 沼 区
川 口 市
川 口 市
東京都板橋区

行政書士業
不動産賃貸
飲食業
不動産業
サービス業
保険代理店
建築物設計・調査業
建設
経営コンサルティング
造園工事業
コンサルタント業
小売業
訪問看護
保育所
コンサルティング業
清掃業
サービス業
清掃業
小売
児童福祉サービス
建築塗装業
便利屋・古物商
保険代理業
医療コンサルティング業
和菓子
保険業
生命保険(金融)
不動産賃貸業
美容室
建設業
不動産業
ゲーム出版
警備業

法
人
会
で
、税
と
知
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
。
法
人
会
に
入
ろ
う
！

　　○機械・器具備品（例）工作機械・パワーショベル・診療機器　等
　　○車両・運搬具
　　○生物（乳牛等、果樹等）
　　○無形償却資産（特許権等）等
　②対象となる税：相続税及び贈与税
　③納税額の全額を猶予
　④10年間の時限措置：令和10年12月31日までの相続・贈与が対象

　　この制度を活用するには、令和6年3月31日までに予め個人事業承継計画を都道府県知事に提出する必要があります。その他細
　かい要件がありますので、事前に税理士等の専門家に必ずご相談ください。
　　次回は、個人事業主の事業承継に関して、各種届出や法人化等について説明します。
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表紙の言葉 「森の妖精」
撮影・文　中村　伸子

レンゲショウマ　蓮華升麻
　山地の落葉林内に生えるキンポウゲ科の多年草。
　花が蓮（ハス）に、葉が更科升麻（さらしなしょうま）に似
るとしてレンゲショウマと名付けられたそうです。　花言
葉は「伝統美」。
　７月から９月頃まで花を見ることができます。
　標高600ｍの山間の林を抜ける心地よい風を感じな
がら、かわいらしい姿から、「森の妖精」と呼ばれるレンゲ
ショウマの花を眺めながら夏のひと時をすごすのも幸せ
な時間であります。

 撮影地：群馬県渋川市

●第12回定時総会の開催

●丸い地球で環境を考える

　黄砂が運んできたものは
●浦和、与野よもやま話16

　百年前の関東大震災と浦和・与野界隈
●社長さんこんにちは

　父の教え「時代に合った商売」を
　株式会社岡村　代表取締役　森　道子　氏
●話題を聞き解く FILE19

　糖尿病栄養指導
●第22回　個人事業主の事業承継（前編）

　埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生
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10

ホームページ：https:

各種講座の予定

※受講料はすべて「無料」です。（浦和法人会会員のみ）
※お申し込み方法等、詳しくは浦和法人会ホームページまたは同封のチラシをご参照ください。

浦和法人会ホームページ▶

在職老齢年金のしくみ
♦開 催 日：令和5年9月7日㈭14:00～16:00
♦会　　場：さいたま商工会議所会館　2階ホール
♦講　　師：日本年金機構　浦和年金事務所　お客様相談室　担当者
♦定　　員：30名

自宅や会社で受講できる！　オンライン講座

中小企業の経営上、事業承継に役立つ種類株式と株式交付制度

♦視聴期間：令和5年7月20日㈭～7月26日㈬ （期間中24時間視聴可能）
♦講　　師：司法書士・行政書士　星野　文仁 氏

15時間でマスターするはじめての経理実務

♦視聴期間：令和5年8月3日㈭～8月30日㈬（期間中24時間視聴可能）
♦講　　師：税理士　信澤　奈津美 氏

労働法の基礎知識

♦視聴期間：令和5年8月24日㈭～8月30日㈬（期間中24時間視聴可能）
♦講　　師：社会保険労務士・中小企業診断士　市来　貴 氏

決算整理・決算書作成講座

♦視聴期間：令和5年9月7日㈭～9月20日㈬ （期間中24時間視聴可能）
♦講　　師：税理士　五島　秀明 氏

ハラスメントの予防と対策

♦視聴期間：令和5年9月14日㈭～9月20日㈬ （期間中24時間視聴可能）
♦講　　師：社会保険労務士・中小企業診断士　市来　貴 氏

会　場
会社、自宅、通勤途中など、場所を選ばず受講可能

定　員
50名
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表紙の言葉 「森の妖精」
撮影・文　中村　伸子

レンゲショウマ　蓮華升麻
　山地の落葉林内に生えるキンポウゲ科の多年草。
　花が蓮（ハス）に、葉が更科升麻（さらしなしょうま）に似
るとしてレンゲショウマと名付けられたそうです。　花言
葉は「伝統美」。
　７月から９月頃まで花を見ることができます。
　標高600ｍの山間の林を抜ける心地よい風を感じな
がら、かわいらしい姿から、「森の妖精」と呼ばれるレンゲ
ショウマの花を眺めながら夏のひと時をすごすのも幸せ
な時間であります。

 撮影地：群馬県渋川市

●第12回定時総会の開催

●丸い地球で環境を考える

　黄砂が運んできたものは
●浦和、与野よもやま話16

　百年前の関東大震災と浦和・与野界隈
●社長さんこんにちは

　父の教え「時代に合った商売」を
　株式会社岡村　代表取締役　森　道子　氏
●話題を聞き解く FILE19

　糖尿病栄養指導
●第22回　個人事業主の事業承継（前編）

　埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生
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